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胃
が
ん
は
毎
年
10
万
人
の
患
者
が
発

生
す
る
日
本
人
に
最
も
多
い
が
ん
で
す
。

日
本
海
総
合
病
院
と
酒
田
医
療
セ
ン
タ

ー
で
は
、
消
化
器
科
、
内
視
鏡
内
科
、

外
科
が
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
早
期
の

胃
が
ん
に
対
し
て
は
腹
腔
鏡
手
術
、
内

視
鏡
的
粘
膜
下

層
切
開
剥
離
術

（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
な

ど
、
体
に
負
担

の
少
な
い
治
療

を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

乳
が
ん
患
者
は
年
間
４
万
人
を
超

え
、
今
で
は
日
本
人
女
性
が
も
っ
と
も

か
か
り
や
す
い
が
ん
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
海
総
合
病
院
に
は
、
県
内
で

も
数
少
な
い
乳
腺
外
科
が
あ
り
、
乳
房

温
存
療
法
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
と
化
学
療
法
（
抗
が
ん

剤
治
療
）
は
、
手
術
と
並
ん
で
が
ん
治

療
の
３
本
柱
で
す
。
日
本
海
総
合
病
院

　

平
成
20
年
４
月
、
統
合
再
編
に
よ
り
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
日
本
海
総
合

病
院
と
酒
田
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
が
ん
、
脳
卒
中
、
糖
尿
病
、
心
臓
疾
患
へ
の

取
り
組
み
と
、
救
急
、
災
害
、
周
産
期
、
小
児
の
医
療
体
制
の
強
化
を
重
点
的
に

進
め
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
度
の
主
な
診
療
概
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
胃
が
ん

◆
乳
が
ん

平
成
20
年
度
の
診
療
概
況
に
つ
い
て

名　
　
　

称

件　

数

胃
が
ん
開
腹
手
術

99

胃
が
ん
腹
腔
鏡
手
術

18

胃
が
ん
Ｅ
Ｓ
Ｄ

167

名　
　
　

称

件　

数

乳
が
ん
手
術

108

名　
　
　

称

人　

数

放
射
線
治
療

211

外
来
化
学
療
法

243

◆
放
射
線
治
療
・
化
学
療
法

　

昨
年
４
月
に
病
院
機
構
が
発
足
し
て

か
ら
早
い
も
の
で
一
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
平
成
18
年
９
月
の
県
、
市
に
よ
る
再

編
統
合
合
意
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
前
調

整
に
奔
走
し
な
が
ら
船
出
し
た
病
院
機

構
は
、
そ
の
後
も
山
積
す
る
課
題
に
対
し

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
特

に
職
域
文
化
の
違
う
二
つ
の
病
院
に
と

っ
て
、
職
員
の
融
和
、
高
レ
ベ
ル
の
医
療

提
供
、
そ
し
て
経
営
安
定
化
と
い
う
別
次

元
の
要
素
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
関
連
付
け

る
こ
と
は
至
難
の
こ
と
と
思
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

昨
年
５
月
に
設
置
し
た
業
務
改
善
委

員
会
は
、
病
院
と
い
う
職
能
団
体
文
化
を

一
つ
に
ま
と
め
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。
人
間
に
は
課
題
解
決
型
と
逃
避
型

が
存
在
す
る
と
言
い
ま
す
が
、
逃
避
型
は

ま
ず
で
き
な
い
理
由
を
探
し
出
そ
う
と

し
ま
す
。
し
ば
し
ば
医
療
安
全
や
専
門
性

が
理
由
付
け
に
使
わ
れ
て
歪
ん
だ
正
論

が
会
議
を
支
配
す
る
と
、
ど
う
す
れ
ば
可

能
か
と
い
う
戦
術
が
生
ま
れ
る
素
地
は

ど
こ
か
に
蒸
発
し
て
し
ま
い
ま
す
。
結
果

と
し
て
い
か
な
る
会
議
に
も
誰
も
何
も

期
待
し
な
い
よ
う
に
な
り
、
意
欲
、
問
題

意
識
の
あ
る
職
員
ほ
ど
士
気
を
失
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
働
く
事
や
努
力
す
る
事

に
意
味
の
無
く
な
っ
た
職
場
は
衰
退
の

一
途
を
た
ど
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
意
味
で

こ
の
一
年
間
は
各
職
域
が
本
当
に
変
わ

っ
て
き
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
経
営
的

に
も
一
年
目
と
し
て
は
望
外
の
結
果
を

出
す
こ
と
が
で
き
、
数
値
的
な
中
期
目
標

は
一
年
目
で
ほ
と
ん
ど
達
成
で
き
ま
し

た
。
あ
と
は
こ
の
状
態
を
い
か
に
持
続
さ

せ
る
か
で
す
。

　

６
月
に
は
日
本
海
総
合
病
院
の
増
築
・

改
修
工
事
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。
私

た
ち
が
最
前
衛
と
し
て
瀬
戸
際
に
あ
る

全
国
の
自
治
体
病
院
の
進
路
を
切
り
開

い
て
い
け
る
よ
う
あ
ら
た
め
て
意
を
強

く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
学
、
医
師

会
、
行
政
並
び
に
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
支

援
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
引

き
続
き
病
院
機
構
を
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
年
を
振
り
返
っ
て

栗 谷 義 樹
理事長
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で
は
、画
像
誘
導
放
射
線
治
療（
Ｉ
Ｇ
Ｒ

Ｔ
）
が
で
き
る
最
新
式
の
放
射
線
治
療

装
置
を
県
内
で
初
め
て
導
入
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
正
確
な
照
射
位
置
の
照
合

が
可
能
と
な
り
、
正
常
組
織
の
被
爆
を

最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
従
来
は
入
院
で
行
っ
て
い
た
化

学
療
法
を
、
外
来
通
院
で
も
安
全
に
受

け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

脳
梗
塞
、
脳
内
出
血
、
く
も
膜
下
出

血
な
ど
の
脳
卒
中
は
、
が
ん
、
心
臓
疾

患
に
次
い
で
日
本
人
の
死
因
第
３
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
海
総
合
病
院
で

は
、
開
頭
手
術
、
血
管
内
手
術
な
ど
の

ほ
か
、
脳
梗
塞
治
療
の
新
薬
で
あ
る
血

栓
溶
解
剤（
ｔ

－

Ｐ
Ａ
剤
）を
使
用
し
た

最
先
端
の
治
療
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

日
本
海
総
合
病
院
で
は
、
糖
尿
病
に

関
す
る
正
し
い
知
識
と
血
糖
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
糖
尿
病
患

者
さ
ん
の
教
育
入
院
を
行
っ
て
い
ま

す
。
教
育
入
院
で

は
、
薬
剤
師
に
よ

る
服
薬
指
導
や
管

理
栄
養
士
に
よ
る

食
事
指
導
の
ほ
か
、

合
併
症
の
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

心
臓
疾
患
は
、
が
ん
に
次
い
で
亡
く

な
る
人
が
多
い
病
気
で
す
。
日
本
海
総

合
病
院
で
は
、
循
環
器
内
科
と
心
臓
血

管
外
科
の
専
門
医
師
を
配
置
し
、
心
臓

や
血
管
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
症
例
に

対
し
て
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
宮
筋
腫
、
子
宮
内
膜
症
、
卵
巣
腫

瘍
な
ど
の
婦
人
科
系
疾
患
に
は
、
体
に

負
担
の
少
な
い
内
視
鏡
を
使
用
し
た
治

療
法
を
積
極
的
に
採
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
の
４
月
に
両
病
院
の
産
婦

人
科
を
日
本
海
総
合
病
院
に
集
約
し
、

よ
り
充
実
し
た
診
療
体
制
を
整
え
ま
し

た
。

　

日
本
海
総
合
病
院
と
酒
田
医
療
セ
ン

タ
ー
の
救
急
外
来
患
者
は
、
年
間
２
３
、

◆
救
急
外
来

◆
脳
卒
中

名　
　
　

称

件　

数

脳
内
出
血
手
術
・

く
も
膜
下
出
血
手
術

41

ｔ

－

Ｐ
Ａ
療
法

23

◆
糖
尿
病

名　
　
　

称

人　

数

教
育
入
院
患
者

91

◆
心
臓
疾
患

名　
　
　

称

件　

数

冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術

40

心
臓
弁
置
換
術

20

大
動
脈
置
換
術

34

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

191

名　
　
　

称

件（
人
）数

婦
人
科
系
が
ん
手
術

26

腹
腔
鏡
下
手
術

50

新
生
児
数

567

◆
産
婦
人
科
関
係

７
６
５
人
で
、
半
数
以
上
が
10
歳
未
満

と
70
歳
以
上
の
患
者
さ
ん
で
す
。
診
療

科
で
は
内
科
（
循
環
器
・
消
化
器
な
ど

を
含
む
）
と
小
児
科
で
５
割
を
超
え
て

い
ま
す
。

　

日
本
海
総
合
病
院
の
救
急
外
来
で
は
、

地
域
の
小
児
科
医
か
ら
協
力
を
い
た
だ

き
、
子
ど
も
の
受
診
が
多
い
平
日
の
夜

間
に
小
児
科
の
専
門
医
師
が
診
療
す
る

体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

内　科

8,209人

小児科
3,947人

整形外科
3,326人

その他診療科

8,283人

内　科

8,209人

小児科
3,947人

整形外科
3,326人

その他診療科

8,283人

診療科別救急患者数診療科別救急患者数
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①
筑
波
大
学
附
属

病
院

②
い
ろ
い
ろ
な
魚

料
理
に
挑
戦
し

た
い
。

内　科

石
いし

川
かわ

　瑞
みず

恵
え

①
日
本
海
総
合
病

院
（
研
修
医
）

②
酒
田
北
港
近
辺

で
の
ん
び
り
釣

り
を
し
た
い
。

循環器内科

大
おお

瀧
たき

陽
よう

一
いち

郎
ろう

①
山
形
県
立
新
庄

病
院

②
旅
行
に
行
き
た

い
。

耳鼻咽喉科

八
や

鍬
くわ

　修
しゅう

一
いち

①
山
形
大
学
医
学

部
附
属
病
院

②
お
茶
と
コ
ー
ヒ

ー
を
飲
む
の
が

好
き
で
す
。

①
日
本
海
総
合
病

院
（
研
修
医
）

②
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、

テ
ニ
ス
な
ど
。

放射線科

紺
こん

野
の

　義
よし

浩
ひろ

眼　科

土
つち

谷
や

大
だい

仁
じ

朗
ろう

①
鶴
岡
市
立
荘
内

病
院

②
小
説
を
読
ん
だ

り
、
映
画
を
観

る
こ
と
。

麻酔科

小
お

倉
ぐら

真
ま

由
ゆ

美
み

①
日
本
海
総
合
病

院
（
研
修
医
）

②
旅
行
、
登
山
、

映
画
鑑
賞
。

①
山
形
大
学
医
学

部
②
海
釣
り
に
挑
戦

し
た
い
。

初期研修医

白
しら

田
た

　稔
とし

則
のり

産婦人科

漆
うるし

山
やま

　敬
けい

子
こ

①
山
形
大
学
医
学

部
附
属
病
院

②
庄
内
探
訪
と
釣

り
。

整形外科

嶋
しま

村
むら

　之
ゆき

秀
ひで

①
山
形
大
学
医
学

部
附
属
病
院

②
酒
田
に
い
る
間

に
飛
島
に
行
く
。

①
酒
田
医
療
セ
ン

タ
ー
（
研
修
医
）

②
ゆ
っ
た
り
、
の

ん
び
り
九
州
一

週
温
泉
旅
行
。

消化器科

水
みず

本
もと

　尚
なお

子
こ

泌尿器科

黒
くろ

田
だ

　悠
ゆう

太
た

①
酒
田
医
療
セ
ン

タ
ー
（
研
修
医
）

②
シ
エ
ナ
か
新
日

か
Ｎ
響
の
コ
ン

サ
ー
ト
に
行
く
。

消化器科

今
いま

村
むら

　　恵
けい

①
山
形
大
学
医
学

部
附
属
病
院

②
一
度
飛
島
に
行

っ
て
み
た
い
。

泌尿器科

柴
しば

崎
さき

　智
とも

宏
ひろ

①
日
本
海
総
合
病

院
（
研
修
医
）

②
東
北
地
方
を
旅

行
し
た
い
。

外　科

伊
い

東
とう

　　賢
けん

①
日
本
海
総
合
病

院
（
研
修
医
）

②
温
泉
旅
行
に
行

き
た
い
。

外　科

水
みず

本
もと

　雅
まさ

弘
ひと

①
済
生
会
山
形
済

生
病
院

②
山
登
り
。

外　科

山
やま

岸
ぎし

　岳
たけ

人
ひと

①
山
形
市
立
病
院

済
生
館

②
子
ど
も
の
た
め

の
イ
ラ
ス
ト
を

増
産
す
る
こ
と
。

小児科

菊
きく

池
ち

　貴
たか

洋
ひろ

①
山
形
大
学
医
学

部
附
属
病
院

②
月
光
川
で
チ
ェ

ロ
を
弾
く
。

小児科

高
たか

橋
はし

　辰
たつ

徳
のり

①
東
北
大
学
病
院

②
美
味
し
い
魚
を

釣
っ
て
み
た
い
。

外　科

萩
はぎ

原
わら

　資
もと

久
ひさ

①
酒
田
市
立
八
幡

病
院

②
子
ど
も
た
ち

（
３
人
娘
）
と

過
ご
す
。

外　科

遠
えん

藤
どう

　　出
いずる

①
山
形
大
学
医
学

部
附
属
病
院

②
大
好
き
な
釣
り

を
楽
し
み
た
い
。

外　科

矢
や

野
の

　充
みつ

泰
ひろ

《
日
本
海
総
合
病
院
》

◆
転
入
者
（
①
前
任
地
、
②
時
間
が
あ
っ
た
ら
や
り
た
い
こ
と
）

《
酒
田
医
療
セ
ン
タ
ー
》

◆
転
出
者
（
①
新
任
地
）

《
日
本
海
総
合
病
院
》

　

循
環
器
内
科　
　

桐　

林　

伸　

幸

　
　
　
　
　
　
　

 

①
山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　

小　

児　

科　
　

枝　

松　

秀　

尚

　
　
　
　
　
　
　

 

①
済
生
会
山
形
済
生
病
院

　

小　

児　

科　
　

安
孫
子　

雅　

之

　
　
　
　
　
　
　

 

①
山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　

外　
　
　

科　
　

長
谷
川　

繁　

生

　
　
　
　
　
　
　

 

①
山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　

外　
　
　

科　
　

成　

田　

知　

宏

　
　
　
　
　
　
　

 

①
八
戸
市
立
市
民
病
院

　

外　
　
　

科　
　

土　

田　
　
　

憲

　
　
　
　
　
　
　

 

①
東
北
大
学
病
院

　

外　
　
　

科　
　

菅　

原　

秀
一
郎

　
　
　
　
　
　
　

 

①
山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　

泌
尿
器
科　
　

石　

井　

達　

矢

　
　
　
　
　
　
　

 

①
山
形
市
立
病
院
済
生
館

　

産
婦
人
科　
　

早　

坂　
　
　

直

　
　
　
　
　
　
　

 

①
す
こ
や
か
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

耳
鼻
咽
喉
科　
　

松　

井　

祐　

興

　
　
　
　
　
　
　

 

①
山
形
県
立
新
庄
病
院

　

麻　

酔　

科　
　

井　

筒　

美　

和

　
　
　
　
　
　
　

 

①
山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　

救　

急　

科　
　

緑　

川　

新　

一

　
　
　
　
　
　
　

 

①
山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　

初
期
研
修
医　
　

山　

口　

佳　

剛

　
　
　
　
　
　
　

 

①
山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院

《
酒
田
医
療
セ
ン
タ
ー
》

　

消
化
器
科　
　

三　

沢　

慶　

子

　
　
　
　
　
　
　

 

①
公
立
学
校
共
済
組
合
東
北
中
央
病
院

　

整
形
外
科　
　

長　

沼　
　
　

靖

　
　
　
　
　
　
　

 

①
医
療
法
人
辰
星
会
枡
記
念
病
院

医
師
異
動
の
お
知
ら
せ



日本海総合病院／酒田医療センター 広報誌５

◆
平
成
21
年
４
月
よ
り
、
毎
週
火
曜
日

と
木
曜
日
に
助
産
師
外
来
を
始
め
ま

し
た
。
助
産
師
外
来
は
、
妊
娠
36
週

以
降
の
方
を
対
象
と
し
た
妊
婦
健
診

と
、
産
後
の
お
母
さ
ん
を
対
象
と
し

た
母
乳
外
来
か
ら
な
り
、
外
来
２
階

の
産
婦
人
科
診
察
室
の
隣
で
行
っ
て

い
ま
す
。

◆
助
産
師
外
来
の
特
徴
は
、
産
婦
人

科
病
棟
の
助
産
師
が
、
妊
婦
さ
ん

一
人
に
45
分
間
、
じ
っ
く
り
、
ゆ
っ

く
り
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で

す
。
完
全
予
約
制
で
す
の
で
待
ち
時

間
も
な
く
、
希
望
す
れ
ば
家
族
と
一

緒
に
健
診
が
受
け
ら
れ
、
個
別
指
導

で
は
小
さ
な
こ
と
で
も
気
軽
に
相
談

で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
医
師
と
の
連

絡
・
相
談
も
密
に
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
健
診
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

◆
母
乳
外
来
で
は
、
産
後
の
母
乳
育
児

相
談
や
乳
腺
炎
ケ
ア
、
卒
乳
の
相
談

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん

と
一
緒
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

妊
婦
さ
ん
が
安
心
し
て
お
産
を
迎
え

　

ら
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り

　

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
助
産
師
外
来
を
ご

　

利
用
く
だ
さ
い
。

　

毎
週
火
曜
日
・
木
曜
日

　

母
乳
外
来
…
午
前
９
時
～
正
午

　

妊
婦
健
診
…
午
後
１
時
半
～
４
時
半

《
母
乳
外
来
》

産
後
の
お
母
さ
ん
（
当
院
以
外
で
出
産

さ
れ
た
方
も
可
）

《
妊
婦
健
診
》

当
院
医
師
の
妊
婦
健
診
を
受
け
て
許
可

が
得
ら
れ
、
本
人
の
同
意
の
あ
る
方

《
母
乳
外
来
》

３
階
東
病
棟
ま
た
は
助
産
師
外
来
に
電

話
予
約　
　
　
　
（
２
６

－

２
０
０
１
）

《
妊
婦
健
診
》

産
婦
人
科
医
師
ま
た
は
ス
タ
ッ
フ
に
直

接
申
込
み

《
母
乳
外
来
》

　

２
１
０
０
円

《
妊
婦
健
診
》

　

初
診
６
５
０
０
円
、
再
診
４
５
０
０
円

　
　
（
医
師
が
行
う
妊
婦
健
診
と
同
額
）

※
妊
婦
健
康
診
査
受
診
票
（
無
料
券
）

が
使
用
で
き
ま
す
。

◆
診
療
日
及
び
診
療
時
間

◆
予
約
方
法

◆
料　

金

助
産
師
外
来
を
始
め
ま
し
た

助
産
師
外
来
を
始
め
ま
し
た

助
産
師
外
来
を
始
め
ま
し
た

助
産
師
外
来
を
始
め
ま
し
た

日
本
海
総
合
病
院

◆
対
象
者



日本海総合病院／酒田医療センター 広報誌 ６

Q　
湿
布
に
は
冷
湿
布
と
温
湿
布
が
あ

り
ま
す
が
、
肩
こ
り
に
は
ど
ち
ら
が

効
き
ま
す
か
？

A　
筋
肉
の
痛
み
は
、
急
激
な
運
動
や

力
仕
事
な
ど
に
よ
っ
て
筋
肉
に
炎
症

が
起
き
た
り
、
損
傷
し
た
り
す
る
こ

と
で
生
じ
ま
す
。

　
　

従
来
使
わ
れ
て
き
た
湿
布
に
は
冷

湿
布
と
温
湿
布
が
あ
り
ま
す
。
冷
湿

布
に
は
爽
快
感
を
感
じ
る
メ
ン
ト
ー

ル
な
ど
が
配
合
さ
れ
、
炎
症
で
熱
を

も
っ
た
部
分
を
冷
や
す
の
で
急
性
期

の
ね
ん
ざ
や
打
撲
に
向
い
て
い
ま
す
。

温
湿
布
に
は
ト
ウ
ガ
ラ
シ
エ
キ
ス
が

配
合
さ
れ
、
血
流
を
よ
く
す
る
効
果

が
あ
り
、
慢
性
的
な
痛
み
に
向
い
て

い
ま
す
。
よ
っ
て
、
肩
こ
り
に
は
温

湿
布
の
方
が
効
く
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
　

冷
湿
布
や
温
湿
布
は
、
冷
た
さ
や

温
か
さ
を
感
じ
さ
せ
て
痛
み
を
紛
ら

わ
せ
る
作
用
が
あ
り
ま
す
が
、
近
年

非
ス
テ
ロ
イ
ド
性
消
炎
鎮
痛
薬
（
Ｎ

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ
）
が
よ
く
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
皮
膚
を

通
し
て
患
部
に
働
き
、
痛
み
や
炎
症

の
原
因
と
な
る
物
質
が
作
ら
れ
る
の

を
防
ぎ
ま
す
。

　
　

副
作
用
と
し
て
、
貼
り
薬
に
よ
る

皮
膚
か
ぶ
れ
に
悩
む
人
が
多
く
い
ま

す
。
皮
膚
が
濡
れ
て
い
る
と
か
ぶ
れ

を
起
こ
し
や
す
い
た
め
、
皮
膚
が
乾

燥
し
て
い
る
と
き
に
貼
っ
て
く
だ
さ

い
。
お
風
呂
上
り
は
な
る
べ
く
避
け

た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
温
湿
布
は

剥
が
し
て
す
ぐ
に
入
浴
す
る
と
ヒ
リ

ヒ
リ
し
ま
す
。
入
浴
の
最
低
30
分
前

に
は
剥
が
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
貼
り
薬
の
中
で
「
ケ
ト
プ

ロ
フ
ェ
ン
」
を
成
分
と
し
た
貼
り
薬

に
は
、
皮
膚
か
ぶ
れ
以
外
に
、
日
光

に
あ
た
る
と
発
疹
や
炎
症
を
起
こ
す

「
光
線
過
敏
症
」
の
副
作
用
が
出
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
貼
り
薬
を
は
っ

て
い
る
部
分
に
日
光
を
当
て
な
い
よ

う
に
し
、
剥
が
し
た
後
少
な
く
と
も

４
週
間
は
注
意
が
必
要
で
す
。
も
し

発
疹
や
皮
膚
が
赤
く
な
る
な
ど
の
症

状
が
出
た
ら
貼
り
薬
の
使
用
を
中
止

し
、
直
ち
に
皮
膚
科
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
（
薬
剤
部
）

　
「
日
本
海
文
庫
」
は
、
病
気
の
症
状

や
治
療
法
な
ど
を
学
び
た
い
皆
さ
ん
に

医
療
情
報
を
提
供
す
る
た
め
平
成
14
年

に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
い
医
学
書
の

ほ
か
、
小
説
、
エ
ッ
セ
イ
、
絵
本
、
ビ

デ
オ
も
あ
り
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用
で

き
ま
す
。

　

場
所
は
日
本
海
総
合
病
院
の
正
面
玄

関
を
入
っ
て
す
ぐ
左
手
で
す
。

　

貸
し
出
し
、
返
却
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
利
用
時
間

　

外
来
診
療
日
の

　
　

８
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　

14
時
～
16
時

　
（
木
曜
日
の
午
前
は
休
館
中
で
す
。）

◆
貸
し
出
し

　

一
人
４
冊
、
２
週
間
ま
で

◆
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

現
在
、
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
け

る
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

《
お
問
合
せ
先
》

　

日
本
海
総
合
病
院
総
務
課
庶
務
係

　
　
　
　
　
　
　

２
６

－

２
０
０
１
㈹

お
薬

Ｑ
＆
Ａ

お
薬

Ｑ
＆
Ａ

お
薬

Ｑ
＆
Ａ

お
薬

Ｑ
＆
Ａ

連 載

日
本
海
文
庫
の
ご
案
内

日
本
海
文
庫
の
ご
案
内

日
本
海
総
合
病
院
図
書
室



日本海総合病院／酒田医療センター 広報誌７

　日本海総合病院では、ＥＳＷＬ（体外衝撃波結石破
砕術）装置とＳＰＥＣＴ（スペクト）・ＣＴ装置を導入
しました。ＥＳＷＬ装置は衝撃波を腎臓の結石に当て
て破砕するもので、切開手術をする必要がないため短
期間の入院で治療することができます。また、ＳＰＥ
ＣＴ・ＣＴ装置は、臓器の血流や働きを調べるＳＰＥ
ＣＴ検査と臓器の位置や形を調べるＣＴ検査を同時に
行うもので、撮影した画像を重ね合わせることによっ
てより正確な画像診断が可能となりました。

　多くの皆さまからご応募いただきましたシャトル車
輌の愛称について、応募総数８８作品の中から鶴岡市
の瀬尾諒介さん（庄内総合高校２年）が命名した「げ
んきＧＯ」を採用することになりました。たくさんの
ご応募ありがとうございました。

　皆さまが少しで
も便利に病院でお
過ごしいただける
よう、コンビニエ
ンスストア及びコ
ーヒーショップの
新設、食堂リニュ
ーアルなどの施設
整備を進めてまいりました。これからもサービスの向
上を図ってまいります。

　４月から日本海総
合病院の医療福祉相
談員が増員されまし
た。皆さまから安心
してご利用いただけ
るよう、さまざまな
相談支援、医療福祉制度の情報提供などを行ってまい
りますのでお気軽にご相談ください。

◆相談希望の方は下記までお申出ください。
　《日本海総合病院》
　　　⇒担当医・看護師又は、
　　　　医療連携室 26－2001（内線1882）
　《酒田医療センター》
　　　⇒地域医療室 23－1111（内線592）

　

患
者
さ
ん
の
安
全
を
守
る
た
め
、
各

部
門
に
お
け
る
医
療
安
全
の
責
任
者

（
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
で
構
成

さ
れ
る
「
医
療
安
全
対
策
委
員
会
」
を

両
病
院
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
定
例
の
委
員
会
を
開
き
、
病
院

内
で
起
き
た
「
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
」
も

含
め
た
患
者
さ
ん
の
安
全
に
係
る
事
例

を
収
集
し
て
そ
の
原
因
を
探
り
、
再
発

を
防
ぐ
た
め
の
対
策
を
考
え
ま
す
。
ま

た
、
医
療
安
全
に
関
す
る
職
員
（
一
部

患
者
さ
ん
）
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を

企
画
・
運
営
し
た
り
、
院
内
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
や
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
善
等

を
通
し
て
、
職
員
の
安
全
意
識
の
更
な

る
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

当
委
員
会
は
、
病
院
全
体
で
連
携
を

保
ち
な
が
ら
安
全
体
制
を
築
き
、
医
療

事
故
の
防
止
に
努
め
、「
安
心
で
安
全

な
医
療
」
を
患
者
さ
ん
に
提
供
す
る
た

め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

医療連携室からお知らせ

ローソンがオープン

シャトル愛称決定！新しく導入された医療機器

医
療
安
全
対
策
委
員
会

医
療
安
全
対
策
委
員
会

医
療
安
全
対
策
委
員
会

委
員
会
紹
介

委
員
会
紹
介

第
１
回

トピックストピックストピックス

　ナイチンゲールの誕
生日である５月12日の
看護の日に合わせて、
気軽に看護にふれてい
ただこうとの趣旨か
ら、今年も看護週間に
看護イベントを行ない
ました。イベントは11

日から14日までの午前中、正面玄関ホールにおいて血
圧、身長、体重、体脂肪、ＢＭＩ測定、ＡＥＤの展示
や栄養相談を行い213名の来場者がありました。

看護週間 酒田医療センター

SPECT－CT ESWL

※
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
︙
医
療
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い

危
険
な
事
例
の
こ
と　
　
　
　
　

日本海総合病院

※
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入院医療費の
算定方式が変わりました
　当院は４月から入院医療費のＤＰＣ（包括評価）

請求を開始しました。今までは入院基本料、注射

料、検査料などを積み上げた出来高で請求してい

ましたが、ＤＰＣ請求では疾病ごとに１日当たり

の費用を定めて請求することになります。これに

より、請求書にＤＰＣの欄が追加されました。

　なお、ＤＰＣの対象とならない疾病、医療行為

（手術、リハビリなど）がありますので、ご不明

な点は医事課までお問い合わせください。

　平成23年度のオープンをめざし、日本海総合病

院の増築・改修工事を行っています。工事を安全

に進めるため一般車輌通行止めとなりますので、

皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

通行止めのお知らせ

◆日 時：平成21年8月6日㈭
　　　　　午前10時～正午
◆会 場：日本海総合病院
◆対 象：平成22年3月卒業見込みの方

病院見学会のお知らせ

職員採用情報

臨時職員募集

※詳しくは下記担当までお問い合わせください。
　　　　日本海総合病院⇒総務課庶務係㈹ 26－2001
　　　　酒田医療センター⇒総務医事課㈹ 23－1111

職　種 看護師、准看護師

平成 21年７月上旬～
９月 20日（日）
看護師、事務職、薬剤師等

平成 21年６月８日（月）～
６月 22日（月）～７月 17日（金）必着
８月２日（日）
日本海総合病院
看護師（５名程度）、薬剤師（若干名）、
臨床工学技士（若干名）
８月下旬
国家資格免許を有すること
昭和 49年 4月 2日以降に生まれた方

日本海総合病院又は
酒田医療センター

約11ヶ月（更新あり）

雇用、労災、健康、厚生年金、通勤手当あり

日勤又は３交替
（週38時間45分）

8：30～17：15
（週38時間45分）

臨床検査技師

日本海総合病院

Ｈ22.3.31まで

1,154円～1,618円
（資格及び経験年数による）

939円～1,043円
（経験年数による）

勤務地

時　給

期　間
勤務
時間
保険等

病院からのお知らせ

※8月5日まで法人管理部にお申込みください。
《期間》平成21年5月11日～
　　　　平成22年8月31日（予定）

日本海総合病院

※受験案内と申込書は、案内配布日以降にホームページ
　（http://www.nihonkai-hos.jp/）からダウンロードできます。

平成21年10月採用

平成22年４月採用

案内配布
受付期間
試 験 日
試験会場
職種及び
　人　数
合格発表
免許要件
年齢要件

案内配布
一次試験
職　　種

　空から見た庄内は、世界遺産に匹敵する世界が広がっています。風になびく新緑の庄内平野、紺碧なう
ねりに白刃をたてる日本海、稜線にそびえ立つ秀峰鳥海山が織り成す風景は芸術的です。人は自然の摂理
から学ぶことが多くあります。また、自然は忍び寄る危機を素早く察知して対応できる能力を備えています。

かつて栄えた四大文明は、砂漠化や疫病を防ぐことに苦慮しました。酒田祭り創始400年に出会った私たちは、古の人たちが継続的な力を
凛と示したように、地域医療も確かな歩みを必要としています。広報委員一同、夏への陣を執って確かなメッセージを伝え続けます。（白幡）


